
問
昭
和
四
十
九
年
に
本
市
が
清
水
町
外

原
区
長
等
と
交
わ
し
た
ご
み
処
理
施
設
建

設
に
係
る
覚
書
の
附
属
文
書
に
つ
い
て
の

認
識
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
令
和
四
年
八
月

二
十
五
日
に
中
間
処
理
施
設
整
備
事
業
に

係
る
住
民
訴
訟
が
提
起
さ
れ
、
令
和
五
年

五
月
二
十
五
日
に
第
一
回
口
頭
弁
論
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
本
覚
書
な
ど
が

争
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
は
、
裁
判
の
中
で
本
市
の
見
解

認
識
等
に
つ
い
て
主
張
を
行
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
の
訴
訟
へ
の
影

響
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
は
差

問
市
制
百
周
年
を
迎
え
る
本
市
に
お
い

て
、
人
口
減
少
問
題
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
課
題
だ
と
考
え
る
が
、
①
第
二
期
沼
津

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

の
現
時
点
に
お
け
る
目
標
の
達
成
状
況
と

評
価
は
。
②
本
市
の
人
口
減
少
に
対
す
る

認
識
と
今
後
の
取
組
は
。

答
市
長
／
①
本
総
合
戦
略
の
数
値
目
標

の
う
ち
、
新
規
に
創
出
し
た
従
業
者
数
や

年
間
企
業
立
地
件
数
、
沼
津
し
ご
と
応
援

事
業
に
よ
り
市
内
企
業
に
就
職
し
た
数
、

保
育
所
入
所
待
機
児
童
数
に
お
い
て
良
化

が
見
ら
れ
て
お
り
、
目
標
達
成
に
向
け
た

成
果
が
現
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
原
地
区
の
水
害
時
の
乗
用
車
等
の
避

難
場
所
と
し
て
本
市
施
設
を
開
放
す
る
考

え
は
。

答
危
機
管
理
監
／
乗
用
車
等
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
自
ら
が
避
難
場
所
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
気
象
情
報
や

避
難
情
報
等
に
注
意
し
、
道
路
等
が
冠
水

す
る
前
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
地

理
的
条
件
等
に
よ
り
、
移
動
先
の
確
保
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

関
係
機
関
で
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
災
害
対
策
に
お
け
る
自
治
会
と
の
連

携
に
対
す
る
取
組
は
。

問
平
和
教
育
に
対
す
る
本
市
の
認
識
と

今
後
の
取
組
は
。

答
教
育
長
／
教
育
現
場
に
お
け
る
平
和

教
育
は
、
過
去
の
悲
惨
な
歴
史
的
事
実
や

世
界
の
現
状
を
学
ぶ
こ
と
で
、
平
和
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
、
児
童
生
徒
の

平
和
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
に
つ
な
が
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
平
和
を

考
え
る
小
中
学
生
作
文
集
の
取
組
や
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る
戦
争
体
験

者
の
講
話
、
一
人
一
台
端
末
を
活
用
し
た

学
習
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

引
き
続
き
平
和
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
大
雨
や
台
風
の
た
び
に
河
川
流
域
か

答
危
機
管
理
監
／
災
害
時
に
お
け
る
行

政
の
公
助
に
は
限
界
が
あ
り
、
自
助
・
共

助
が
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
実
施

し
て
い
る
地
域
防
災
訓
練
や
地
域
の
自
治

会
と
学
校
が
参
加
す
る
防
災
教
育
連
絡
会

議
等
に
お
い
て
、
各
自
治
会
と
平
時
か
ら

協
力
・
連
携
体
制
を
築
き
、
防
災
備
蓄
品

等
の
事
前
の
備

え
や
発
災
後
の

連
絡
体
制
な
ど

に
つ
い
て
、
引

き
続
き
、
協
議
・

検
討
を
進
め
て

い
く
。

ら
流
れ
着
く
流
木
等
の
大
量
の
海
岸
漂
着

物
に
対
す
る
本
市
の
対
応
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
海
岸
漂
着
物
に
対

し
て
は
、
狩
野
川
流
域
を
は
じ
め
、
各
河

川
流
域
の
内
陸
か
ら
沿
岸
に
わ
た
る
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
流
域
に
関
わ
る
関
係
機

関
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
、
出
水
に
よ
る
漂

着
物
対
策
東
部
地
区
調
整
会
議
に
お
い
て
、

情
報
の
共
有
や
住
民
へ
の
啓
発
活
動
及
び

清
掃
活
動
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も
本
調

整
会
議
を
通
じ
て
全
て
の
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
対
策
を
継
続
し
、
漂
着
物
の
処
理

と
減
量
に
努
め
て
い
く
。

江
本
　
浩
二

川
口
　
　
慶

大
場
　
豪
文

髙
橋
　
秀
子

ごみ処理施設建設に係る
覚書についての認識は

本市の人口減少に対する考えは

水害時の乗用車等の避難対策は

本市の平和教育の取組は

一 般 質 問市政について問う！

し
控
え
る
。

問
公
文
書
管
理
の
意
義
と
重
要
性
に
対

す
る
認
識
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
本
市
の
公
文
書
は
、

沼
津
市
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
き
、
全
て

正
確
か
つ
迅
速
に
取
り
扱
い
、
常
に
整
理

し
て
、
事
務
の
効
率
的
な
運
営
を
確
保
す

る
よ
う
に
努
め
、

処
理
後
の
保
管

及
び
保
存
を
適

正
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

②
沼
津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
二
〇
二
〇
年
に
十
九

万
八
百
十
九
人
の
人
口
を
確
保
す
る
と
し

て
い
た
が
、
令
和
二
年
国
勢
調
査
人
口
等

基
本
集
計
に
よ
る
と
、
令
和
三
年
十
月
一

日
現
在
の
人
口
は
十
八
万
九
千
三
百
八
十

六
人
で
あ
っ
た
。
全
国
的
に
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
本
市
に
お
い
て
も
人
口
の
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、
定
住
人
口
の

確
保
は
、
ま
ち
の
活
力
を
支
え
る
上
で
重

要
な
課
題
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も

第
二
期
沼
津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
諸
施
策
を
推
進
し
、

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

▲�建て替えが予定されて
いるごみ処理施設

▲大雨により原地区等で
�　深刻な浸水被害が発生した

・
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